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2021年度第 1回 JAKLE定例役員会議事要録（案） 

 

・日時：2021年 2月 21日（日）午後 1時～3時 

・場所：Zoomによるオンライン会議 

 

・出席者：呉英元顧問、姜奉植名誉会長、文慶喆会長、林文澤監査、文嬉眞筆頭副会長、金

永鍾副会長兼信越・北陸地区理事、酒勾康裕総務理事・財務理事兼近畿地区理事、柳朱燕副

総務理事兼編集副委員長兼中部地区理事、金珉秀教育理事、細田広報理事、崔壮源広報理事

兼東北地区理事、徐寅錫外部資金理事、李淑炫関東地区理事、睦宗均近畿地区理事 

・委任状提出：金恵鎮教育理事、金昌九北海道地区理事、呉文慶国際理事 

・欠席者：金世徳副会長兼編集委員長、李暻洙国際理事、池緒媛国際理事、陳慶智国際理事、

李相穆九州・沖縄地区理事 

役員会の定足数は全役員（第 6期 22名）の委任状による出席者を含み 17名となり、過半

数とすることが会則に定められているため本役員会の開催は成立することが確認された。 

 

＊報告事項 

1. 第 6期役員の業務内容・分担の確認 ＜会長＞ 

会長より各役員の役割について再確認がされた 

 

2. 第 11回学術大会終了報告 ＜第 11回大会運営委員長＞ 

  第 11回学術大会収支報告 ＜第 11回大会運営委員長＞ 

第 11回大会運営委員長である崔壮源理事より画面共有による資料が提示され、これに基づ

き案内メールの発送件数、参加人数、会計収支報告がされた。最多人数で 78 名が参加、50

〜60名が常に参加していた状態であったとの報告があった。会計収支報告のうち、項目別に

詳細な説明がされた。オンライン開催ではあったが、運営上必要な経費が会場での運営と大

きな差がないことが確認された。 

 また、コリアファンデーションからの大会支援金に関する質疑応答がなされた。今後の外

部資金の運用方法として、第 8 回大会、第 9 回大会の事例が紹介され、外部資金は大会運営

費として大会開催関係者と共に情報共有を行うことの確認がされた。大会副会長及び大会委

員長の役割を明確にする必要があるとの意見が出された。 

 

3. 第 11回総会報告 ＜総務・財務理事＞ 

 総務理事より第 11回大会後に開催された総会に関する報告があった。参加人数約 30 名で

あったことのほか、2020年度収支経過報告、学会誌第 11号刊行計画報告、第 11回大会計画

報告が行われたことの報告がされた。 

 

4. 学会誌「韓国語教育研究」第 10号の刊行及び送付等 ＜編集委員長＞ 
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   学会誌「韓国語教育研究」第 10号の収支報告等 ＜編集委員長＞ 

編集副委員長より第 10号の表紙等のリニューアルのほか、発行・発送が行われたことの報

告があった。第 11号の刊行は予定通りに進めることの報告があった。 

 

5. 2020年度収支決算報告 ＜監査＞ 

 監査より 2020年度学会収支報告書、及び領収書等に基づき監査が行われ、予算の適切な執

行が行われていることの報告がされた。 

 

6. 年会費入金状況 ＜総務・財務理事＞ 

 財務理事より総務・財務報告事項に基づき、登録会員数（156 名、前年度比 2名増)、賛助

団体（2団体、増減なし)のほか、2020年度年会費納付人数 59名、賛助団体 2団体であるこ

と、2018年度以降 3 年以上会費未納人数が 50名であるとの報告があった。 

 

7. 各役員からの報告等 ＜各役員＞ 

 特になし 

 

8. その他 

 特になし 

 

 

＊協議・審議事項 

1. 2021年度学会暦（案）について ＜会長＞ 

2021年度日本韓国語教育学会暦（案）の説明がなされ承認された。 

 

2. 2021年度予算（案）について ＜会長＞ 

   第 12回学術大会開催等に関わる予算申請 ＜大会担当副会長＞ 

   学会誌第 11号刊行等に関わる予算申請、第 11号への投稿案内及び刊行等について 

 ＜編集委員長＞ 

 財務理事より 2021年度収支予算書（案）に基づき項目の説明後、予算案が承認された。な

お、第 12 回学術大会に関わる予算および学会誌第 11 号刊行等に関わる予算は学会予算項目

に含まれている。 

 

3. 第 12回学術大会開催について ＜大会担当副会長・大会運営委員長＞ 

資料「2021 年度第 12 回学術大会」により会長より概要の説明がされた後、審議が行われ

た。開催地の提案理由として、現在の状況、また今後の見通しにより、感染者数の少ない地

域であり、さらに初の大会開催地であるためであるとの説明がされた。但し、今後の状況に
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よりオンラインでの開催の可能性もあることが確認された。会場は盛岡駅に隣接するキャン

パスの確保が可能か確認が必要との意見が出された。 

 また、大会「最優秀発表賞」について審議がなされた。選定方法につき投票基準や組織化、

賞金について議論がなされたが、文嬉眞筆頭副会長と崔壮源広報理事に案の作成が依頼され

た。 

 3月中旬に大会準備のための臨時理事会が開催されることの確認がされた。 

 

4. その他 

特になし 

 

 


